
 
平成25年2月8日 

各  位 

上場会社名   株式会社雪国まいたけ     

代表者名    代表取締役社長 大平 喜信  

（コード番号 １３７８ 東証第２部） 

問合せ先責任者 取締役兼上席執行役員 

管理本部長  海野 光夫 

（ＴＥＬ．０２５－７７８－０１１１              ） 

 

中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、2013年度から2015年度までの３年間を対象期間とする雪国まいたけグループの中期経営計画

を策定しましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

記 

 
１． 中期経営計画策定の背景 

今期におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に景気の緩やかな回復が見られました

が、欧州債務危機を背景とした世界景気の減速、収縮により景気の先行きは不透明な状況が続いてま

いりました。 一方、昨年 12 月の政権交代による金融緩和政策の結果、円安が進み輸出企業を中心に

景気の回復への期待感が高まりました。しかしながら食品業界におきましては、デフレ下で一般消費

者の財布の紐は一層固くなり、食料品の低価格化が一段と進行いたしました。 

当社は農業の工業化の先駆けとして大規模工場による量産体制を確立してきました。しかしながら、

２０１１年より成長戦略として取り組んでまいりましたぶなしめじは、前期に菌および生産設備に支

障があり当社経営に重大な損失を与えました。今期にこの問題はほぼ解消されました。今後は稼働率

アップを迅速に達成するとともに、まいたけ・ぶなしめじ・えりんぎの茸３品の品質と安定供給能力

をより高め、茸メーカーとしての価値の向上を図ります。そのために、高品質と原価低減を経営構造

改革の柱とした、本中期経営計画を策定いたしました。 

 

２． 基本方針・基本戦略 

① 国内茸事業 

品質が安定し、量産化体制が整ったぶなしめじはさらにお客様の満足度を高めるために栽培方

法を変更することで、他社製品との差別化を図り拡販を図ってまいります。まいたけについては

当社主力商品であり「まいたけとは何か」を改めてお客様に訴えることで当社の牙城としての地

位を一層確固たるものにしてまいります。えりんぎについては特に鮮度を重視した品質改善を迅

速に進め、当社の存在感を高めてまいります。 

② 国外茸事業 

中国では吉林省長春市でえのき茸の製造・販売をおこなっております。中国における茸市場は、

日本と比較できない程の大市場であり極めて魅力的な市場であり、マーケット分析の速度を上げ

最適生産・最適販売により中国市場の攻略を進めてまいります。 

③ カット野菜・もやし事業 

カット野菜の販売数量は年々増加しており、加熱調理用カット野菜市場でトップシェアを獲得

しております。しかしここにきて大手量販店もカット野菜の利便性に注目し、ＰＢ化の流れが急

速に進んでいます。こうした動きをしっかり分析し、大市場である野菜市場のあるべき姿を早急

にプランニングし、市場の確保に努めてまいります。もやし事業については、安価で栄養素に富

んだヘルシー食品でありデフレ下でも堅調に推移しています。今後は特に鮮度・物流を勘案した

事業モデルを早急に再構築し、拡販に努めてまいります。 



④ 機能性食品事業 

まいたけには、健康を維持するために重要な役割を果たす多糖類が豊富に含まれております。 

ＭＤフラクションは抗ガン作用が動物を用いた薬理試験で、まいたけ粒は大学との共同研究に

より健常成人男女において食後の血糖値上昇を抑制し、またその効果が次の食事まで持続するセ

カンドミール効果が、青汁はＭＤフラクションが１杯当たり 50ｍｇ含まれており、アルファバリ

アはマイタケα－グルカンを含有し、マウスでインフルエンザウイルスを感染させる薬理試験で、

インフルエンザ治療機能を有することがそれぞれ確認されております。 

これらの健康補助食品もこれまでは国内において主に通信販売により販売してきましたが、大

きな売上に結びついておりません。今後は機能性食品事業の体制の見直しを行い、ベトナムにお

いて2012年6月に癌の治療に効果のある健康補助食品としての輸入及び広告を認可されたＭＤフ

ラクションを戦略商品として拡販体制を構築してまいります。 

 

連結業績 

                                        （百万円）   

  2013年度 

（平成26年3月期） 

2014年度 

（平成27年3月期） 

2015年度 

（平成28年3月期） 

売上高 29,000         30,000 30,500

経常利益           800 1,700 2,200

当期純利益         1,000 1,500 1,500

 

 

 

 

 

以 上 

 本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出した

ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 


